
平成 30年度補助金の対応 

 補助金名 論点のポイント 平成 31／令和元年度の取り扱い 

1 IRC年会費 補助金及び交付金以外の項目

で対応すべき。 

令和元年度から、助成金として

の取り扱いに変更 

13 伊予市消防

団団本部運

営費補助金 

本年度予算＜前年度予算だが、

比較増減０。補助の範囲が分か

らない。実施計画＝事業実績 

平成 31 年度の収支予算の支出

は、変更なし。実績報告書で変化

あり。 

21 愛媛県人権

対策協議会

伊予支部運

営費補助金 

補助金交付の返還の事例で紹

介。人権対策協議会伊予支部運

営費補助の還付と、人権啓発土

曜特別講座特別事業補助金清

算書との区別は？ 

令和元年度も同様に変更申請

（減額）あり。運営事業の中の土

曜特別講座事業における予算額

と精算額の差額が、全体の返還

額となっている。 

26 伊予市敬老

会実施事業

費補助金 

委員からの意見、410人分 82万

円の支払。1人当たり 5,800円

の妥当性。 

資料１の 25 のとおり。76 団体

12,690,772円の支出。 

32 伊予市食生

活改善推進

協議会助成

金 

協議会が独自に「事業効果」を

報告している事例。特定の事業

に対する補助金であるなら、特

定の事業効果を書くべき。 

昨年と同様、事業効果の添付あ

り。決算書の様式は変化なし。 

35 放課後児童

健全育成事

業施設整備

費等補助金 

児童クラブの新規開設に関す

る補助。補助金の支出方法が分

かりにくいのではないか。 

令和元年度支出実績なし。 

56 伊予市双海

町漁業協同

組合女性部

対策事業費

補助金 

市の補助金が団体運営の一部

に取り込まれている。継続して

いる補助金であり、自立を目指

していくのが本筋では。 

決算書の様式は変化なし。 

※63 

57 伊予市双海

町漁業後継

者対策事業

費補助金 

双海地域の補助金に特化して

いるのは、公益性の提供という

観点ではすっきりしない。 

伊予漁協協同組合には、別途「伊

予市水産業振興事業補助金」を

支払っている。 

※64、※67 

66 伊予市景観

形成推進組

織活動費助

成金 

小額補助。似た名前の補助もあ

り、統合できるものはすべきで

はないか。効果の記述を求める

べき。 

令和元年度は予算計上している

ものの、支出実績はなし。「伊予

市景観形成推進事業費助成金」

は建築支援助成（実績なし。） 

79 伊予市中山

町農業者協

議会補助金 

会議費が高額。飲み食いの費用

が多い。対象経費で言えば、

H29:9,000、H30:2,000円程度。 

会議費 469,400 円（昨年比＋

85,355円）。所属長を通じ、指導

を実施。 



 補助金名 論点のポイント 平成 31／令和元年度の取り扱い 

115 伊予市ほた

る保護活動

費補助金 

行政が関わらないと守ってい

けない地域文化をどう整理す

るか。 

昨年と同様。主には養殖費や清

掃、土地借上料などに支出 

137 伊予市伝統

芸能保存団

体活動補助

金 

獅子舞で補助金のばらつきが

ある。公平性の考え方は整理す

る必要がある。 

補助金助成金額が前年度比△5%

となっているが、各団体への支

払額の割合は前年同様。 

 

　　　　令和３年１月22日
第３回補助金等審議会資料５












































































































































